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■ところ

国立大雪青少年交流の家
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交流の家の歴史
昭和40年2月４日

全国4番目の施設として美瑛町に建設決定

昭和41年10月16日
開所式挙行

そして・・・・・・・

3年後に50歳の誕生日
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利用状況

所 章

国立大雪青少年交流の家施設業務運営委員会

92,159人

98,759人

102,496人

112,104人

80,000 85,000 90,000 95,000 100,000 105,000 110,000 115,000 120,000

Ｈ２１年度

Ｈ２２年度

Ｈ２３年度

Ｈ２４年度



年度別利用団体
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月別の利用状況
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国立大雪青少年交流の家施設業務運営委員会
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新しい公共型の管理運営

「新しい公共」とは・・①

『「支え合いと活気のある社会」をつくるための当事
 者たちの「協働の場」』

『「国民、市民団体や地域組織、企業やその他の
 事業体、政府等が、一定のルールとそれぞれの

 役割をもって当事者として参加し、協働する』

平成22年6月「新しい公共」円卓会議構成員総意
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「新しい公共」とは・・②

多様な主体が、

1 教育施設の管理運営

２
 

事業の企画・実施に参画

効果的・効率的な教育施設の管理運営

それが、皆様方、施設業務運営委員会

所 章

国立大雪青少年交流の家施設業務運営委員会



所 章

国立大雪青少年交流の家施設業務運営委員会



試行的実施期間は？？

平成25年1月から平成26年3月まで

26年4月からは「本格実施」０（ゼロ）予算？

試行施設の初年度の取組内容

☆運営協議会の設置（業務運営委員会）
 

◎

☆広報や教育事業の見直しなど可能な運営改善
 

◎

☆25年度の「運営計画」の策定
 

◎
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業務運営委員会の役割

☆運営改善に向けた取り組み指針の策定
 

◎

☆運営計画の策定
 

◎
 

次頁参照

☆施設職員の任用

26年度以降の人事の審議
 

※常勤・非常勤

☆施設予算の使途
 

◎

☆自己点検・評価
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業務運営委員会の権限

☆各年度の運営計画を機構理事長に報告

☆施設職員の人事構想・定員枠内の職員任用に
 ついて理事長に意見を述べる

☆予算の使途は運営委員会が決定

☆今後の課題を含め、自己点検・評価結果を理事
 長に報告
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運営計画素案に対する意見（抜粋）

第１
 

基本方針

施設は建物ではなく人材。基本方針の中に「求め

られる職員像」と記載しているのは良い。

第３
 

事業方針

教育事業の主旨やねらい，運営方法がわかる。個

別の計画は立てるのか。
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「体験の風をおこそう」運動の昨年の道内の取組

は顕著。２５年度においても各団体等と協力して，

一層の推進を望む。

北海道教育庁上川教育局と連携した「体験の風を

おこそう」運動を展開しているので，具体化して表

記してはどうか。
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利用者１１万人以上，稼動率５０％以上の確保は

わかるが，Ｈ２４は予定では１１万以上，５３％と聞

いていた。より具体的な表記とすべき。

第４
 

閑散期の利用促進

別紙自己点検・評価表に達成度を掲載した方がふ

りかえれるのではないか。
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第５
 

広報活動

広報部会と大雪の広報委員会がどのような関係

性を持って，また，具体的にどのように推進してい

くのか伺いたい。

第６
 

効果的・効率的な施設運営方針

中期目標・中期計画は以前の会議で説明を受け

たが２５年度計画は未策定か。
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第８
 

人事に関する方針

１２月会議において，「質の高い非常勤職員」の話があり，

大雪が本部に要請すると聞いていた。こうした職員を一定

期間雇用できるなら明記してはどうか。

第９
 

人材育成の方針

職種や経験に応じた，より具体的な研修計画である。是非

計画的に実施して職員の資質能力向上に努めていただき

たい。
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その他の意見

２４年度の大雪の利用団体アンケートは，会議資

料から昨年を上回る評価を得ている。こうしたアン

ケート結果はＨＰ上で情報公開してもよいのでは。

また，マイナス評価があっても即対応しているので，

改善策を掲載してもよいのでは。
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新しい公共の視点に立つと，「開かれた施設」「わ

かりやすい施設」が理想です。運営計画や委員名

簿，会議録など可能と思われる範囲で公開しては

いかがでしょうか。

別紙中に，体言止めとそうでない文章が混ざって

いる。統一した方がよい。
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中央教育審議会の答申（平成２５年１月２１日）

今後の青少年の体験活動の推進について

「独立行政法人の、制度・組織の見直しの基本方針」
 （平成２４年１月２０日閣議決定）において・・・・

次頁
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「国立青少年交流の家等の自治体・民間への移管等
 に向けた取組や稼働率の低い施設の廃止に向け

 た検討を積極的に進める」こととされており、今後、
 例えば、職員研修等にも配慮しつつ、閑散期には

 施設を閉じる「季節開設」を検討するなど、体験活
 動の機会と場の確保という観点を踏まえつつ、より
 効果的・効率的な在り方について、更に検討を行う
 必要がある。
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「稼働率の低い施設」については、過去の閣議決
 定において「原則として、稼働率が５割を下回り
 今後もその向上が期待できないもの」とされてお
 り、引き続き、それを踏まえることが適切である。

大雪は・・

平成24年度
 

稼働率
 

５７．2%
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国立青少年教育施設を民間活力によって活性化するこ
 とは重要である。青少年団体、ＮＰＯ、企業、学校、地方
 公共団体、地域住民の方々等多様な主体が、施設の管
 理運営や事業の企画・実施に参画する「新しい公共」型

 の管理運営の更なる推進や、所長から一般職員までの
 幅広い人事交流、民間出身所長の活用等が必要である。

 また、各地域において、少子化や地域の絆（きずな）の
 希薄化等により、地域を担う青少年のネットワークが薄
 れつつある中で、地域づくりや地域の青年リーダー養成
 等の中核としての機能を担うことも求められている。
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今後、運営協議会（施設業務運営）委員が、それぞれ

の得意分野で地域の関係団体等の協力を得ながら、

一層、施設の実質的な管理運営を担っていただくよう

な取組が推進されることが期待されている。

地域が大雪を元気にし、元気な大雪が地域を活性化させる

循環システム
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具体的には・・・

☆運営委員が参画する大雪運営に転換

情報公開・マネジメント研修

☆大雪の地域ネットワークの拡大

幅広な人材ネットワーク

☆地域の活力の活性化

大雪の教育力を地域に発信（出前）

所 章

国立大雪青少年交流の家施設業務運営委員会



試行期間の大雪は・・・３部会構成で審議・参画
(1)広報部会

山中
 

ちあき
 

北海道青年団体協議会顧問

石川
 

徹
 

（株）北海道新聞社旭川支社報道部長

太田
 

正志
 

ＮＨＫ旭川放送局副局長

尾崎
 

吉一
 

旭川ケーブルテレビ（株）社長

松倉
 

敏郎
 

旭川商工会議所専務理事

●●
 

●●
 

美瑛町ライオンズクラブ【調整中】
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(2)事業部会

大島
 

峰夫
 

上川管内社会教育委員連絡協議会会長

山形
 

恒則
 

北海道高等学校長協会道北支部長

浜田
 

哲
 

美瑛町長

永澤
 

篤
 

北海道教育庁上川教育局教育支援課長

目黒
 

義重
 

ＮＰＯ法人どんころ野外学校代表

坂東
 

元
 

旭川市旭山動物園園長

角
 

秀敏
 

林野庁
 

上川中部森林管理署署長

●●
 

●●
 

美瑛町農業協同組合【調整中】
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(３)管理運営部会

村田
 

俊昭
 

上川管内小中学校長会会長

片岡
 

晃恵
 

旭川市教育委員会教育政策課長

山内
 

茂
 

上川管内教育委員会連合会教育長部会

瀬川謙二郎
 

ＮＰＯ法人ふらの演劇工房理事長

西海
 

正博
 

びえい白金温泉観光組合組合長
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【各部会のテーマ】

広報
 

利用促進に関する広報

事業実施に関する広報

事業
 

ゆーすフェスタ２０１３の企画・立案（10月）

美瑛雪遊びの企画立案（2月）

管理
 

人事（非常勤職員）優秀な人材の確保

５０周年（H28）に向けての寄付金の確保
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【会議の形態】

1回目
 

平成25年
 

5月1日
 

全体会→部会

2回目
 

平成25年
 

9月○日
 

部会紙面会議

（ただし、事業部会は8月開催）

3回目
 

平成25年12月○日
 

部会紙面会議

4回目
 

平成26年
 

3月○日
 

部会→全体会

評価・自己点検→H26運営計画策定完了
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日本の、そして北海道の子どもたち一人一人のために

多様な主体が協働し

「支えあいと活気のある施設」をつくりあげよう。

全国に発信しよう！！新たな（体験の）風を！
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